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１． ＰＴＡについて 

“子どもたちがすこやかに成長してほしい”という思いは、保護者や教職員の共通の願

いだと思います。ＰＴＡは、この願いを達成しようと結成された団体です。ＰＴＡとは、

Parent Teacher Association の頭文字をとった略称で『保護者と教職員の会』とい

った意味になります。 

ＰＴＡの目的は、「保護者と教職員が協力して、子どもたちの幸福と健全な成長を図る」

というところにあり、子どもたちのために保護者と教職員が息を合わせ、力を合わせ活動

することが大切になります。 

また、子どもたちのために、教育環境の整備、社会環境への目配り、学校教育への理解

と協力、保護者と教職員が相互に理解し合うための活動や学習を行うことも大切です。 

現在は教育事情も変化し、社会的に取り上げられる問題も多く、また複雑になっていま

す。ＰＴＡは、外面的に教育の環境を整えるだけでなく、子どもたちを取り巻いている社

会全体にかかわる幅広い問題について、保護者と教職員が話し合う場であり、相互に交流

し、支援しあう場として重要になってきています。 

 

 

２． 本校のＰＴＡについて 

（１） 設立までの経緯 

本校は、平成６年４月１日に新設校として開校しました。学区は川和小学校、都田西

小学校、荏田南小学校の三校学区から一部ずつ分かれたものです。 

開校に先立ち、平成５年１２月、「子どもたちがスムーズに登下校できるように」と

いう目的で当時の三校の地区委員長、ＰＴＡ役員が自主的に「川和東小学校三校連絡

会」を結成し活動を開始しました。この会は、平成６年４月から「川和東小学校校外安

全委員会」として、子どもたちの安全にかかわる活動を続けることになりました。 

一方、開校後、三校それぞれのＰＴＡ活動を経験してきたことから生ずる意識の違い

を明らかにし、川和東小学校という新しい学校の「ＰＴＡ」を、その存否も含めて話し

合うための準備が始まりました。 

平成６年６月２５日、「川和東小学校ＰＴＡを考える会」が発足。小学校の開校とい

う初めての経験は、また「ＰＴＡ」について保護者一人一人が発言できる絶好の機会で

もあり、どういう「ＰＴＡ」が望ましいかについていろいろな意見が出されました。 

① 現在の時代状況にあった「ＰＴＡ」であってほしい。 

② 組織の大きさは必要最小限であってほしい。 

③ 自由な意見交換ができる「ＰＴＡ」であってほしい。 

④ 参加して楽しいと思える「ＰＴＡ」であってほしい。 

⑤ 学校とのパイプ役であってほしい。
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などが代表的な意見ですが、全体としては弊害や問題点を指摘しながらも、「ＰＴＡ」に対

して条件つきで必要性を認め、ＰＴＡの将来に向けて希望を持った意見が多く出されまし

た。 

平成６年９月３日、「川和東小学校ＰＴＡ設立準備委員会（仮称）」が発足し、平成７年４

月の設立を目指し、本格的な活動が開始されました。「シンプルでオープンで無理のないＰ

ＴＡ」を基本理念とし、組織・規約などの検討を行いました。 

① 委員会数に比例して委員数が増える。成人・保健・広報などの活動は、その組織

目標を達成させるために必ずしも独立した委員会の設置を必要としない。(シン

プル) 

② 学年委員会を中心に、会員の協力のもとで、それを補完することが可能である。

役員･委員の負担を軽減するために、行事ごとに会員の方に協力していただく。

(無理のない) 

③ ＰＴＡ活動に協力し、参加することで、より多くの方にＰＴＡを理解してもらう

ことができる。（オープン） 

この会の活動内容は全保護者に向けて『ペガサス』という名称の広報誌により報告され

ました。 

平成７年２月１３日、ＰＴＡ設立への賛否投票(組織試案・規約試案含む)により原案は

仮承認され、設立一年後に見直すこととされました。 

平成７年３月１３日、「川和東小学校ＰＴＡ(仮称)設立総会」において「川和東小学校

ＰＴＡ 愛称ペガサスの会」が承認され、役員及び会計監査候補者推薦委員会より推薦さ

れた８名が承認を受けその任に就きました。 

 

（２）  組織について 

本校のＰＴＡ組織は「学年委員会」と「校外安全委員会」の二つの常任委員会による二

委員会制です。ＰＴＡ活動の原点は『学年委員会』であり、保護者と教職員、保護者相互

の協力が基本と考えます。また子どもの健全な育成は、学校と家庭だけではなく地域にお

いても行われなくてはならないため『校外安全委員会』を設置しました。 

「シンプルでオープンで無理のないＰＴＡ」の円滑な活動は、会員の協力があってこそ

初めて実現するものです。また、地域の都市化や女性の就労などの社会変化に対応しなが

らＰＴＡ役員や各種委員の引受の問題や活動内容の見直しを通して、いかに前向きに活動

するかは会員の理解と協力にかかっています。会員各自のできるところからＰＴＡ活動に

参加をお考えください。 
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３． 川和東小学校ＰＴＡ組織図 

 ＰＴＡ推薦委員会

 各学年代表１名、運営委員会代表２名、教職員代表１名
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　副会長 　学年副委員長
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　書記 　クラス数相当人数

　書記
(正副委員長を含む)

　会計 　校外安全委員会
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　校外安全委員長 各地区の児童数に対応

　校外安全副委員長
(正副委員長を含む)

　校外安全副委員長

学
校
側
役
員

役
　
　
　
　
　
　
員

運
　
　
　
　
　
　
　
営
　
　
　
　
　
　
　
委
　
　
　
　
　
　
　
員
　
　
　
　
　
　
　
会

総
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

会　計　監　査

 特　別　委　員　会（必要に応じて）

常
　
　
　
　
　
　
　
任
　
　
　
　
　
　
　
委
　
　
　
　
　
　
　
員
　
　
　
　
　
　
　
会

 各クラス

　各地区

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員



  
 4 

 

  

４．仕組みと役割 

  １．会員 

     児童の保護者と教職員のことです。 

  ２．役員 

    （１）役員 

         ① ＰＴＡ会長     １名（保護者） 

         ② 副会長       ２名（保護者） 

         ③ 書記        ３名（保護者２名、教職員１名） 

         ④ 会計        ２～３名（保護者１～２名、教職員１名） 

    （２）選出方法 

      ＰＴＡ推薦委員会が候補者(保護者のみ)を推薦し、総会にて承認を受け決定します。 

    （３）役員の役割 

         ① ＰＴＡ会長 ･･･････ この会を代表し、会務を総括する人です。 

② 副会長  ･････････ 会長を補佐し、会長不在の場合は代理を務めます。 

③ 書記  ･･･････････ 運営だよりの発行、各種会合の通知を発送、会務の

記録、資料の保管などを担当します。 

④ 会計  ･･･････････ 経理を担当し、日常の会計処理、予算・決算の原案

を作成。総会にて報告をします。 

  ３．総会 

     会員全員が集まる最高の決議機関です。役員・会計監査の選出、活動計画、予算、決算、

規約の改正などの重要事項を審議決定します。 

  ４．運営委員会 

     役員、各常任委員長・副委員長、学校長の１５～１６名で構成します。 

     原則として年 7 回程度開かれ、総会の基本方針に基づきＰＴＡ全体の運営を行います。 

     学年委員会・校外安全委員会等の各種活動計画の調整、総会に提案する議題の審議をし

決定します。 

     また、対外的活動として、市Ｐ連・区Ｐ連等の総会や分科会・講演会に参加して学習し

たり、他の学校との交流を行います。 

  ５．学年委員会 

     各学年のクラス数相当の人数が選出され、その中から正副委員長が選出されます。 

     その正副委員長のもとで原則として月１回開かれます。 

     学年委員の役割は保護者と教職員、保護者相互が理解を深め学び合うことを目的とし

て学年懇談会を学級担任と相談・協力して行います。 

     また、会員の声や委員会の必要に応じて、成人教育、保健、広報関連などの活動を行い

ます。 

  ６．校外安全委員会 

     各地区から児童数に応じて選出され、その中から正副委員長が選出されます。 

その正副委員長のもとで原則として月１回開かれます。 

     校外における児童の生活環境の整備、地域での活動、交通安全にかかわることなど、学

校と協力して行います。 
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７．会計監査 

    ＰＴＡ推薦委員会が候補者（保護者のみ）を推薦し、総会にて承認を受け決定します。

会計監査は２名おきます。 

    総会で承認された予算が、正しく使用されているか、正しく会計処理されているかを監

査して、その結果を総会で報告します。大切なＰＴＡ会費の収入・支出状況を点検し報

告する任務ですが、運営委員会などには属しません。会員を代表してＰＴＡ運営機関の

会計を見届ける役割にあります。 

８．ＰＴＡ推薦委員会 

    ＰＴＡ推薦委員会は、学年委員の中から選出された各学年代表１名（計６名）、運営委

員会代表２～3名、教職員代表１名をそれぞれ選出して組織します。 

    ＰＴＡ推薦委員会は、総会において、役員及び会計監査候補者を会員より推薦のあった

方の中から推薦します。なお、ＰＴＡ推薦委員は次のことに留意していただきます。 

(1) ＰＴＡ推薦委員会の公開は致しません。 

（他の委員会は公開を原則としています。） 

(2) ＰＴＡ推薦委員はＰＴＡ推薦委員会の議事内容を他言してはいけません。 

    ＰＴＡ推薦委員会は総会で候補者が承認され決定した時点で、ＰＴＡ推薦委員会の任

務を終了し解散します。 

ただし、総会を書面をもって開催した場合、ＰＴＡ推薦委員会は議決権行使書の結果を

書面にて報告します。議決権行使書の提出数の過半数が賛成して候補者が承認された時

点で、その報告書をもって任務を終了し解散します。 

９．会費 

     金額は一世帯月額３００円（年額３、６００円）です。 

     会費は会の運営や活動に使用する経費にあてます。 

     会費には横浜市安全教育振興会会費の５００円（年額）を含みます。 

１０．加入・連携団体等 

       (1)横浜市安全教育振興会（安振会） ･･･････ 別紙案内 

(2)横浜市ＰＴＡ連絡協議会 

(3)都筑区ＰＴＡ連絡協議会 

(4)川和中学校区学校・家庭・地域連携事業実行委員会 

(5)ビジサポ学校賠償プラン 
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常任委員会のシステムと活動内容 <例> 

 

これまでの各委員会のシステムおよび活動内容を参考に、その年度ごとの個性を生かした

活動を展開しましょう。 

 

学年委員会 

<システム> 

・各学年のクラス数相当の人数が選出されます。その中から委員長１名、副委員長２名を

選出します。この３名は、ＰＴＡ運営委員になります。 

<活動内容> 

 ・委員会･･････････月１回開かれ、これに出席します。 

 ・学年懇談会･･････学級担任に協力します。 

・学校保健委員会････････学校保健委員会にＰＴＡ代表として出席し、児童が決めた取り

組みテーマを１年間一緒に考えます。 

・ＰＴＡ推薦委員会･････推薦委員会に各学年代表として参加し、運営代表と共に推薦 

 活動を行います。 

・学年委員会だより･････学年委員会の活動内容を会員に報告します。 

 

  以上が基本的活動内容です。他に、その年の学年委員会において自由な発想で検討し、

企画された内容の運営をします。 

        （例）給食試食会・講演会・講習会 など 

校外安全委員会 

<システム>                  

 ・各ブロック（二の丸・加賀原・葛が谷・高山・川和台・見花山・富士見が丘・夕月野・

タンタタウン）から児童数に応じて選出されます。その中から委員長１名、副委員長２

名を選出します。この３名は、ＰＴＡ運営委員になります。 

 ・各ブロックから１名ブロック長を選出します。（状況に応じて副ブロック長を選出で 

きます。） 

<活動内容> 

・委員会･･････････月１回開かれ、これに出席します。 

・児童の地区班・転出入の確認をします。 

・地区懇談会･･････年に２回、各地区において懇談会を開催します。 

・地区パトロール･･月１回以上、各地区ごとに保護者とパトロールを行います。 

・旗振り実施地区では、その当番表を作成します。 

・スクールゾーン防犯・対策協議会の開催･････通学路の点検と見直しをし、各機関への        

要望事項を検討し、資料の作成をします。 

  ・校外安全委員会だより･･････校外安全委員会の活動内容を会員に報告します。 
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横浜市立川和東小学校ＰＴＡ規約 
 

第１章 名 称 

第１条   この会は、横浜市立川和東小学校ＰＴＡ（愛称ペガサスの会）といいます。 

     事務局を川和東小学校におきます。 

 

第２章 目 的 

第２条   この会は、保護者と教職員とが協力しあって、学校と家庭と社会における児童の 

幸福な成長を図ることを目的とします。また、会員の研修を推進します。 

 

第３章 方 針 

第３条   この会は、次の方針に基づいて活動します。 

      １．自主独立のものであって、他の団体や機関の支配干渉を受けません。 

      ２．いかなる政党的・宗教的・営利的活動にも関与しません。 

      ３．学校の管理・人事に干渉しません。 

 

第４章 会 員 

第４条   この会の会員は、川和東小学校に在籍する児童の保護者並びに川和東小学校に 

勤務するすべての教職員とします。 

第５条   この会の会員は、すべて平等の権利と義務を持ちます。 

 

第５章 会 計 

第６条   この会の経費は、会費をもってあてます。会費は、一世帯月額３００円、年額 

３、６００円とします。会費には、横浜市安全教育振興会会費を含みます。 

第７条   この会の会計年度は、４月１日から３月３１日までとします。 

第８条   この会の予算及び会計監査を経た決算は、総会で承認されなければなりません。 

第９条   会費の改定を必要とする時は、運営委員会の審議を経て、総会で決定します。 

第10条   この会の会計出納簿は閲覧できます。 

 

第６章 役 員 

第11条   この会には次の役員をおきます。任期は１年とし、再任を妨げません。ただし、 

会長・教職員以外の同一役職の任期は、２年を限度とします。 

また、役員経験者は原則としてその後、子どもの人数にかかわらず常任委員の就任を 

免除とします。（会計監査を除く） 

１．会長１名（保護者）････････････････････この会を代表し、会務を総括します。 

２．副会長２名（保護者）･･････････････････会長不在の場合は代理を務めます。 

３．書記３名（保護者２名・教職員１名）････各種会合の通知を発送し、会務の記 

録をします。 

４．会計２～３名（保護者１～２名・教職員１名）･･････経理を担当し、総会で 

報告します。 
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第７章 会 計 監 査 

第12条   この会には会計監査２名をおきます。任期は１年とします。 

      会計監査は、年度末に会計を監査し、その結果を総会で報告します。 

 

第８章 総 会 

第13条   総会は全会員をもって構成されるこの会の最高の決議機関です。 

第14条   総会は原則として年２回開催し、以下のことを審議・決定します。 

      （１）活動計画・予算案審議 

      （２）活動報告・決算報告 

      （３）規約の改正 

（４）ＰＴＡ役員及び会計監査の承認 

      （５）その他本会運営に関する事項 

      ただし、年度末の総会については、議題が（４）のみの場合は、書面での議案の提示・ 

議決権行使書の回収をもって総会とすることができます。 

第15条   前条の定期総会の他に、運営委員会が必要と認めた場合、または会員の５分の１ 

以上の要請があった時は臨時総会を開くことができます。 

第16条   総会は、会員の３分の１以上(委任状を含みます)の出席で成立し、議決は出席者 

      の過半数の同意を必要とします。 

 ただし、総会を書面で開催した場合は、会員の３分の１以上の議決権行使書 

の提出で成立し、議決は議決権行使書の過半数の同意を必要とします。 

第17条   総会の招集は会長名で行います。 

 

第９章 各 種 委 員 会 

第18条   この会には、次の各種委員会をおきます。 

      １．常任委員会（学年委員会・校外安全委員会） 

      ２．運営委員会 

      ３．ＰＴＡ推薦委員会 

      ４．特別委員会 

第19条   ＰＴＡ推薦委員会を除くすべての委員会は公開を原則とします。 

第20条   常任委員会は、学年委員会と校外安全委員会の２委員会とします。 

第21条   学年委員会は、各学年のクラス数相当の人数を選出して組織します。 

      学年委員は、学級担任と協力して学年ＰＴＡの企画・運営にあたると共に、 

      児童の保健・安全・給食に関することがらについても理解を深め、その一層の向上 

につとめます。 

第22条   校外安全委員会は、各地区ごとに、児童数に応じて委員を選出して組織します。 

      校外安全委員は、児童の校外における生活実態の把握とその安全指導に協力し、 

学校と家庭と地域の連携に協力することにつとめます。 
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第23条   運営委員会は、役員、各常任委員長・副委員長、学校長で構成し各種活動計画の 

審議、総会に提案する議案を審議し決定します。 

原則として年 7回程度の会合を開きます。 

 

第24条   ＰＴＡ推薦委員会は、学年委員から各学年代表１名、運営委員会代表２～３名、教職員 

代表１名をそれぞれ選出して組織します。また、必要に応じて役職内容の説明等のため

に、現役員を補佐役として設置することができます。なお、都合により途中辞退した場

合、委員の補充をすることができます。 

      ＰＴＡ推薦委員会は、総会までに次年度役員及び会計監査候補者を推薦します。 

 

第25条   特別委員会は、総会または運営委員会で必要と認めた場合設置することができます。 

 

 

第10章 個人情報の保護 

第26条   この会の運営のために得た個人情報は、個人情報保護に関する法令に基づき、取扱い 

ます。 

 

第11章 改 正 

第27条   この会の規約は、総会において出席者の過半数の賛成により改正することができ 

ます。 

 

第12章 付 則 

第28条   この会の運営上の細則の制定又は改廃は、運営委員会の議を経て別に定め、総会 

にはかります。 

 

第29条   この規約は、平成７年４月１日より施行します。 

      この規約は、平成８年３月１５日一部改正施行します。（第１５条改正） 

      この規約は、平成８年５月２０日一部改正施行します。（第２２、２３、２６条改正） 

      この規約は、平成９年５月２１日一部改正施行します。（第１８、２５条改正） 

      この規約は、平成１３年５月２３日一部改正施行します。（第２４条改正） 

      この規約は、平成１６年５月１３日一部改正施行します。（第１１条改正） 

この規約は、平成２２年３月９日一部改正施行します。（第１４、１５、１６条改正） 

この規約は、平成２４年５月１５日一部改正施行します。（第１４、１６、２４条改正） 

この規約は、平成２７年１月２８日一部改正施行します。（第２４条改正） 

この規約は、平成３０年２月１７日一部改正施行します。 

（第１０条～第１２条改正、第２６条～第２９条改正） 

この規約は、令和２年５月２２日一部改正施行します。（第２１、第２３条改正） 

この規約は、令和３年５月２５日一部改正施行します。（第１８、第２０条改正） 

この規約は、令和４年６月８日一部改正施行します。（第 11条改正） 
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横浜市立川和東小学校ＰＴＡメール配信細則 

 

（主旨） 

第 1条   ＰＴＡの連絡機能として電子メールを利用したメール配信を整備/運用する。 

（発信者） 

第２条   メール配信の発信者（以下、発信者）は緊急時を除き、学校長・副校長・教務主任・ 

ＰＴＡ会長とする。 

（受信者） 

第３条   メール配信の受信者（以下、受信者）はＰＴＡ会員のうち希望者とする。 

（受信しない者） 

第４条   メール配信を希望しない者はメール配信時電話連絡網に登録する。 

       メール配信時電話連絡網はメール配信に登録していない者のみで作成し、 

校外連絡網とは別の連絡網とする。 

（受信登録/解除） 

第５条   受信者は、自ら所定の方法でメールの受信登録/解除を行うこととする。 

（外部委託業者） 

第６条   メール配信の運用にあたり、外部委託業者を利用する場合、下記の４点をふまえ、 

運営委員会で検討の上決定する。 

・プライバシーの保護      ・適切な委託価格 

・受信者、発信者の利便性    ・業務の継続性 

（目的） 

第７条   目的は下記の場合に限定する。 

       ・学 校 か らの緊急時のお知らせ       ・気象状況に伴う予定変更 

       ・ＰＴＡからの緊急時のお知らせ       ・インフルエンザ等による学級閉鎖 

       ・修学旅行、遠足などの帰着に関するお知らせ ・在校生の安全に関わる情報 

       ・学校及び PTAボランティアに関するお知らせ ・PTA会員に対するアンケート調査 

 

（発信文面の確認） 

第８条   メール配信は、学校長・副校長・教務主任・ＰＴＡ本部役員が発信文面の確認を行う。 

（発信の承認） 

第９条   メールの発信は、発信者の承認をもって行う。 

（施行日） 

第１０条  本細則は 2010年（平成 22年）3月 9日より施行する。 

      この規約は、平成 24年 5月 15日一部改正施行します。（第 4条改正） 

      この規約は、平成 30年 2月 17日一部改正施行します。（第 7条改正） 

 

 

2010年 3月 9日制定 
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横浜市立川和東小学校ＰＴＡ 慶弔規定 

       （愛称ペガサスの会） 
 

第１条   ペガサスの会会員及び児童の慶弔については、この規定によることとする。 

第２条   慶弔による規定は１．会員、２．児童とし、つぎのとおりとする。 

第３条   会員の場合 

      １．会員の死亡に際しては、花輪１基に相当するものと香典５、０００円を 

        贈り弔慰を表する。 

      ２．会員の罹災に際しては、役員の協議により見舞金を贈ることができる。 

      ３．教職員の離任に際しては、花束を贈り、謝意を表する。 

第４条   児童の場合 

      １．児童の死亡に際しては、香典５、０００円を贈り弔慰を表する。 

      ２．児童の入学・卒業に際しては、祝品を贈る。 

第５条   その他、特別の場合は、役員で協議し決定する。 

第６条   役員で協議決定した事項は、運営委員会に報告し、承認を受けることとする。 

第７条   弔慰金、見舞金、花輪は「川和東小学校ＰＴＡペガサスの会」名で贈り、返礼は 

一切受け取らないこととする。 

第８条   この規定の改正を必要とするときは、運営委員会の審議を経て、総会で決定する。 

第９条   この規約は、平成７年４月１日より施行する。 

      この規約は、平成８年５月２０日一部改正施行する。（第６．７．１１条を 

第５．６．９条とし、第８条を改正し第７条、第９．１０条を改正し第８条と 

して定め施行。第１１条は廃止。） 
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